
①日本語のコミュニケーション能力を向上する ②相互理解を深める ③日本地域社会への参加を促進する
SHARE&CHILL !の目的

・地域社会において「見えない存在」・暴力、賃金不払いなどの人権侵害、失踪事件が多発生
・コミュニケーションに必要な言語教育が十分に提供されていない
→直面した問題に対して自立的に選択不可
→日本人の社会から遠ざかり、自分のコミュ二ティに閉じこもる

日本語クラス
（ZOOM）

場面別の会話表現を学
び、各グループで会話
を練習。聴く、読む
（ニュース）、話す、
考える力を身に付ける

フリートーク(ZOOM)
グループであるテーマ
について、日本人と話
し合う。教師はファシ
リテーターとして会話
のトラブルを解消し、
会話を促進する
ex:コロナで困ったこと、
日本で学んだこと、将
来の夢、日本の文化、
ルール

SNSのグループ
でシェア

毎週自習した内容を
FACEBOOKのグループ
に投稿し、共有する。
学習者同士は投稿を読
み、コメントする

交流活動
・ベトナム料理の教室
・高校生との地域見学
・まちづくりのワーク
ショップ
・日本語スピーチコン
テスト
（下線は今後の予定）
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ベトナム人技能実習生に対する日本語学習・
文化交流活動の支援
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